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２１年度団訓練指導法を実施！

大
津
市
総
合
防
災
訓
練
参
加

第
二
代
団
最
先
任
上
級
曹
長

福

嶋

准

尉

着

任

！

初
代
団
最
先
任
上
級
曹
長

太

田

准

尉

離

任

！

中
部
方
面
混
成
団
（団
長

濵
﨑
哲
郎

一
佐
）は
、
八
月
三
十
一
日
、
大
津
駐
屯

地
に
お
い
て
平
成
二
十
一
年
度
団
訓
練

指
導
法
を
実
施
し
た
。

こ
の
訓
練
指
導
法
は
、
統
制
課
目
の
教

育
技
法
及
び
教
育
要
領
を
検
討
し
、
教

育
部
隊
の
能
力
向
上
を
図
り
、
じ
後
の

教
育
・訓
練
の
資
と
す
る
た
め
、
毎
年
行

わ
れ
て
い
る
。

今
年
度
は
、
第
四
十
七
普
通
科
連
隊

が
担
任
部
隊
と
な
り
、
従
来
よ
り
実
戦

的
な
「新
格
闘
」の
訓
練
指
導
法
を
実
施

し
た
。

中
部
方
面
混
成
団
は
、
九

月
二
十
七
日
、
大
津
市
伊
香

立
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
で
実
施

さ
れ
た
大
津
市
総
合
防
災
訓

練
に
参
加
し
た
。

こ
の
訓
練
は
大
津
市
の
警

察
、
消
防
、
企
業
局
、
日
本
赤

十
字
病
院
等
の
、
防
災
関
連

四
十
八
団
体
が
参
加
す
る
大

規
模
な
訓
練
で
、
災
害
時
炊

き
出
し
訓
練
に
第
一
〇
九
教

育
大
隊
が
、
住
民
避
難
誘
導

訓
練
に
第
四
陸
曹
教
育
隊
及

び
第
一
〇
九
教
育
大
隊
が
参

加
し
た
。

ま
た
、
今
津
駐
屯
地
に
所

在
す
る
第
三
戦
車
大
隊
も
装

輪
装
甲
車
を
も
っ
て
救
出
訓

練
を
展
開
し
、
関
係
機
関
と

の
連
携
及
び
防
災
対
処
能
力

の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

地
域
住
民
の
防
災
意
識
の
高

揚
に
寄
与
し
た
。

こ
の
他
、
駐
屯
地
は
毎
年
大

津
市
と
防
災
を
主
眼
と
し
た

相
互
協
力
会
議
を
行
っ
て
い

る
。

平
成
二
十
一
年
八
月
一
日

付
で
、
第
二
代
中
部
方
面
混

成
団
最
先
任
上
級
曹
長
に
、

福
嶋
大
輔
准
尉
が
着
任
し
た
。

福
嶋
准
尉
は
、
第
四
陸
曹

教
育
隊
に
お
い
て
四
年
間
の

最
先
任
上
級
曹
長
の
勤
務
経

験
が
あ
り
、
今
後
の
活
躍
が

期
待
さ
れ
る
。

太
田
徳
也
准
尉
は
、
平
成
二

十
一
年
八
月
一
日
付
で
初
代
中

部
方
面
混
成
団
最
先
任
上
級

曹
長
と
し
て
の
約
四
年
間
の
勤

務
を
終
え
ら
れ
た
。

こ
の
間
、
豊
富
な
経
験
と
信

望
あ
る
人
柄
で
団
長
を
的
確
に

補
佐
し
、
陸
曹
の
意
識
改
革
と

活
性
化
に
尽
力
さ
れ
た
。

な
お
、
十
月
二
十
日
付
で
中

部
方
面
混
成
団
本
部
付
と
な
り
、

平
成
二
十
二
年
一
月
二
十
日

付
を
も
っ
て
定
年
退
官
さ
れ
る
。

●
氏

名

福

嶋

大

輔
（ふ
く
し
ま

だ
い
す
け
）

●
生
年
月
日

昭
和
三
十
三
年
六
月
六
日

●
出

身

地

大
阪
府
大
阪
市

●
主
要
勤
務
歴

第
四
十
五
普
通
科
連
隊
第
一
中
隊

同
連
隊
本
部
第
二
科
（
情
報
陸
曹
）

同

第
一
科
（総
務
陸
曹
）

第
四
陸
曹
教
育
隊
本
部
総
務
科
（総
務
陸
曹
）

同

上
曹
中
隊
（助
教
）

第
七
普
通
科
連
隊
第
一
中
隊
（
隊
付
准
尉
）

第
四
陸
曹
教
育
隊
最
先
任
上
級
曹
長

●
趣

味

ス
ポ
ー
ツ
観
戦
（
主
に
ラ
グ
ビ
ー
）、
映
画
鑑
賞

●
特

技

ラ
グ
ビ
ー

●
抱

負

「で
き
る
限
り
現
場
に
出
て
、
混
成
団
の
陸
曹
等
の
意
見
を
聞
き
、

状
況
を
把
握
す
る
と
と
も
に
前
任
者
意
志
を
継
承
し
、
上
級
曹

長
制
度
の
施
行
に
臨
み
、
混
成
団
の
陸
曹
の
た
め
に
精
一
杯
尽
力

し
た
い
。
」

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

視察する濵﨑団長（左）教官の展示・説明

各動作の実習 副団長・大谷１佐も実習参加

当
初
、
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
に
よ
り
、
認

識
の
統
一
及
び
研
修
要
領
等
の
説
明
を

実
施
、
じ
後
は
展
示
・説
明
・実
習
に
よ

り
、
格
闘
訓
練
・教
育
（基
礎
及
び
一
級

練
度
）
に
お
け
る
現
有
技
者
以
外
の
隊

員
の
練
度
向
上
を
ね
ら
い
と
し
た
教
育

技
法
を
発
表
し
た
。

参
加
し
た
各
部
隊
の
教
育
要
員
た
ち

は
、
真
剣
か
つ
積
極
的
に
指
導
法
研
修

に
臨
ん
だ
。

防災訓練を視察する濵﨑団長

住民避難誘導訓練野外炊事車による炊き出し３戦大による救出訓練
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第
四
十
七
普
通
科
連
隊

第

四

陸

曹

教

育

隊

俺
を
見
よ
！
俺
に
続
け
！

「
誇
り
を
持
て
」「徹
底
」

◆
日
本
原
演
習
場
で
集
中
野
営
訓
練
を
実
施

◆
盆
踊
り
競
技
会
優
勝
！

◆
京
都
防
衛
協
会
の
訓
練
見
学
を
受
け
る

◆
連
隊
狙
撃
手
要
員
の
集
合
訓
練
を
実
施

第
四
十
七
普
通
科
連
隊
（連
隊
長

谷
川

拓
美
一
佐
）は
、
八
月
十
七
日
～
二
十
日
の

間
、
第
一
次
連
隊
狙
撃
手
要
員
集
合
訓
練

を
実
施
し
、
狙
撃
手
要
員
に
対
し
て
対
人
狙

撃
銃
の
取
扱
及
び
射
撃
訓
練
（非
実
射
）に

つ
い
て
練
成
し
、
実
射
に
直
結
し
た
練
度
の

向
上
を
図
っ
た
。

こ
の
訓
練
は
、
連
隊
の
狙
撃
手
要
員
と
な

る
べ
き
隊
員
に
対
し
て
狙
撃
手
の
基
礎
的

事
項
を
教
育
し
て
連
隊
内
各
狙
撃
班
の
基

礎
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、
実
弾
射
撃
訓

練
を
前
に
実
施
要
領
の
意
思
統
一
を
図
る

も
の
で
あ
る
。

指
導
部
の
二
名
（教
官
・助
教
）は
、
方
面

の
集
合
訓
練
に
参
加
し
て
射
撃
理
論
及
び

射
手
と
観
測
者
の
連
携
動
作
等
に
つ
い
て
修

得
し
た
後
、
普
及
教
育
に
臨
ん
だ
。

第
四
十
七
普
通
科
連
隊
は
、
七
月
二
十

八
日
、
平
成
二
十
一
年
度
海
田
市
駐
屯
地

夏
祭
り
行
事
に
参
加
し
た
。

ま
た
、
四
十
八
家
族
百
三
十
名
が
参
加
し

て
、
隊
員
及
び
隊
員
家
族
間
の
交
流
を
図
っ

た
。こ

の
中
で
、
盆
踊
り
競
技
会
参
加
に
あ
た

り
、
競
技
会
に
向
け
て
の
練
成
は
、
招
集
訓

練
等
が
あ
る
た
め
全
員
揃
っ
て
実
施
す
る

機
会
が
な
く
、
各
中
隊
及
び
個
人
ご
と
の

練
習
を
行
い
な
が
ら
、
本
番
前
日
に
初
め
て

全
員
が
集
合
し
て
総
合
予
行
を
す
る
と
い

う
厳
し
い
環
境
の
中
、
四
個
中
隊
が
揃
っ
て

踊
れ
る
最
後
の
夏
、
見
事
駐
屯
地
六
個
部

隊
中
『優
勝
』
の
栄
冠
に
輝
い
た
。

基本教練指導法の見学

射撃予習指導法の見学 潜入体験訓練に挑む第１１５期（２次）陸曹候補生

ほふく前進で敵陣地に接近する第１６０期上曹学生

第
四
陸
曹
教
育
隊
は
、
八
月

十
八
日
、
京
都
府
防
衛
協
会
青

年
部
の
訓
練
見
学
を
受
け
た
。

陸
曹
候
補
生
の
実
施
す
る
基

本
教
練
・射
撃
予
習
の
各
指
導

法
を
目
の
前
に
し
た
見
学
者
た

ち
は
、
一
生
懸
命
で
節
度
あ
る

訓
練
動
作
に
感
動
す
る
と
と
も

に
、
将
来
の
自
衛
隊
を
担
う
若

き
陸
曹
候
補
生
た
ち
に
期
待
と

激
励
の
声
を
寄
せ
て
い
た
。

栄冠を勝ち取った連隊隊員の見事な踊り 射手と観測者の連携動作

対人狙撃銃の射撃姿勢

第
四
陸
曹
教
育
隊
（隊
長

髙
木
一
成
一
佐
）は
、

七
月
三
日
～
九
月
二
十
八
日
の
間
に
第
一
一
五
期

（二
次
）陸
曹
候
補
生
、
七
月
八
日
～
九
月
十
五
日

の
間
に
第
一
六
〇
期
陸
曹
上
級
の
各
課
程
教
育
を

実
施
し
た
。

各
教
育
の
総
仕
上
げ
と
し
て
、
八
月
三
十
日
～
九

月
九
日
の
間
、
日
本
原
演
習
場
に
お
い
て
集
中
野
営

訓
練
を
実
施
し
た
。

陸
曹
上
級
課
程
は
、
二
夜
三
日
に
わ
た
り
約
四
十

㎞
の
徒
歩
行
進
に
続
く
陣
地
攻
撃
を
、
陸
曹
候
補

生
課
程
は
一
夜
二
日
に
わ
た
り
約
四
十
㎞
の
徒
歩

行
進
に
続
く
接
敵
行
進
及
び
潜
入
体
験
訓
練
を
、

そ
れ
ぞ
れ
疲
労
困
憊
に
耐
え
て
見
事
に
完
遂
し
た
。

夏
の
猛
暑
に
耐
え
た
各
課
程
学
生
は
、
そ
れ
ぞ
れ

に
基
礎
的
な
知
識
・技
能
及
び
体
力
・気
力
を
修
得

し
、
原
隊
復
帰
後
は
部
隊
で
の
原
動
力
と
し
て
活
躍

が
期
待
さ
れ
る
。
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第
一
〇
九
教
育
大
隊

第
一
一
〇
教
育
大
隊

◆
二
十
一
年
度
予
備
自
衛
官

補
招
集
教
育
訓
練

実
施
中
！

◆
団
武
装
走
競
技
会
に
む
け
て
各
部
隊
が
練
成
！

◆
善
通
寺
駐
屯
地
納
涼
祭
に
参
加

◆
大
津
自
動
車
教
習
所

栄
え
あ
る
第
４
級
賞
状
受
賞
！

第
一
〇
九
教
育
大
隊
及
び

第
一
一
〇
教
育
大
隊
は
、
七
月

中
旬
か
ら
予
備
自
衛
官
補
招

集
教
育
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
。

七
～
九
月
は
夏
休
み
を
利
用

し
て
参
加
す
る
大
学
生
も
多
く
、

一
般
及
び
技
能
の
コ
ー
ス
共
に
、

現
職
自
衛
官
に
負
け
ず
と
も
劣

ら
ず
、
各
種
訓
練
に
汗
を
流
し

て
頑
張
っ
て
い
る
。

今
年
度
、
約
一
三
〇
〇
名
の

予
備
自
衛
官
補
が
訓
練
を
受
け

る
予
定
で
人
気
を
博
し
て
い
る
。

櫓を囲む大隊隊員夜空を焦がす花火 濵﨑団長から賞状を授与される所長・山内１尉

第
一
〇
九
教
育
大
隊
（大
隊

長

山
口
卓
二
二
佐
）の
大
津
自

動
車
教
習
所
は
、
七
月
二
十
二

日
、
団
長
か
ら
四
級
賞
状
を
受

賞
し
た
。

大
津
自
動
車
教
習
所
は
、
昭

和
三
十
六
年
三
月
に
滋
賀
県
公

安
委
員
会
か
ら
指
定
自
動
車
教

習
所
に
指
定
さ
れ
て
以
来
、
「操

縦
は
人
格
な
り
。
」を
教
習
方
針

と
し
て
、
「心
技
一
体
と
な
っ
た

安
全
運
転
に
徹
す
る
操
縦
手
」

を
育
成
し
、
平
成
二
十
一
年
六

月
二
十
六
日
付
で
教
習
に
お
け

る
官
用
車
両
無
事
故
走
行
四
〇

〇
万
㎞
に
達
し
た
。

今
後
も
更
な
る
無
事
故
走
行

教
習
の
伸
長
が
期
待
さ
れ
る
。

十
一
月
中
旬
に
饗
庭
野
演
習

場
で
実
施
さ
れ
る
団
武
装
走
競

技
会
に
む
け
て
、
各
隷
下
部
隊

は
練
成
に
勤
し
ん
で
い
る
。

第
一
〇
九
教
育
大
隊
は
、
九

月
十
八
日
、
大
津
駐
屯
地
内
に

お
い
て
、
第
四
陸
曹
教
育
隊
は

九
月
二
十
八
日
、
饗
庭
野
演
習

場
に
お
い
て
、
五
㎞
の
タ
イ
ム

レ
ー
ス
に
よ
る
自
隊
競
技
会
等

を
実
施
し
た
。

残
暑
の
中
、
鉄
帽
・戦
闘
服
・

半
長
靴
・サ
ス
ペ
ン
ダ
ー
・水
筒

の
服
装
で
参
加
し
た
隊
員
は
、

披
露
困
憊
で
汗
だ
く
に
な
り
な

が
ら
全
力
を
出
し
切
っ
て
ゴ
ー

ル
し
て
い
た
。

な
お
、
第
四
十
七
普
通
科
連

隊
及
び
第
一
一
〇
教
育
大
隊
は
、

十
月
に
自
隊
競
技
会
を
実
施
す

る
予
定
で
あ
る
。

第１０９教育大隊の競技会

基本教練

２５㎞行進

歩哨訓練ヘリによる航空偵察訓練

第
一
一
〇
教
育
大
隊
（大
隊

長

松
本
幸
徳
二
佐
）は
、
七
月

二
十
五
日
、
善
通
寺
駐
屯
地
恒

例
の
納
涼
祭
に
参
加
し
た
。

こ
の
納
涼
祭
は
、
「善
通
寺
ま

つ
り
」の
一
環
で
、
前
夜
祭
と
し

て
毎
年
行
わ
れ
、
市
民
と
隊
員

の
絶
好
の
交
流
の
場
と
な
っ
て
い

る
。大

隊
は
、
模
擬
売
店
、
盆
踊
り

等
に
参
加
し
、
隊
員
家
族
・Ｏ
Ｂ
・

地
域
住
民
と
の
良
き
親
睦
の
場

と
な
っ
た
。
特
に
隊
員
の
子
供
た

ち
が
楽
し
そ
う
に
踊
る
様
子
が

印
象
的
で
あ
っ
た
。

納
涼
祭
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に

は
、
駐
屯
地
グ
ラ
ン
ド
で
花
火

が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
大
輪
の
花

火
が
夜
空
に
浮
か
び
上
が
り
、

今
年
の
駐
屯
地
納
涼
祭
も
成
功

裡
に
終
了
し
た
。

戦闘訓練

第４陸曹教育隊の記録会
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私
た
ち
夫
婦
は
、
ブ
ル
ガ
リ
ア

語
・英
語
は
全
然
わ
か
り
ま
せ
ん
。

晩
学
は
と
く
に
難
し
い
。
何
の
知

識
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
者

同
志
、
さ
あ
、
飛
び
出
せ
！
エ
ン

ジ
ン
全
開
ブ
ル
ガ
リ
ア
に
向
け

て
！
還
暦
の
挑
戦
だ
！

私
た
ち
が
滞
在
し
た
町
は
、
バ

ル
シ
ェ
ッ
ツ
市
（人
口
約
五
千
人
）

で
、
首
都
ソ
フ
ィ
ア
か
ら
北
へ
バ
ル

カ
ン
山
脈
を
越
え
て
約
七
〇
ｋ
ｍ
、

ド
ナ
ウ
川
ま
で
約
一
〇
〇
ｋ
ｍ
の

農
業
を
中
心
と
し
た
町
で
す
。

温
泉
保
養
地
と
し
て
栄
え
て
お

り
、
私
た
ち
も
毎
日
の
よ
う
に

一
時
間
ほ
ど
温
泉
に
浸
か
り
、

ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
の
会
話
を
楽
し
ん

で
お
り
ま
し
た
。

ブ
ル
ガ
リ
ア
は
ワ
イ
ン
が
有
名

で
す
。
ラ
キ
ヤ
（ブ
ル
ガ
リ
ア
伝

統
の
酒
）及
び
ワ
イ
ン
は
、
各
家

庭
の
味
が
そ
れ
ぞ
れ
出
て
お
り

ま
す
。
ワ
イ
ン
用
の
ブ
ド
ウ
狩
り

を
手
伝
い
ま
し
た
が
、
一
粒
た
り

と
も
無
駄
に
せ
ず
大
切
に
扱
い

ま
す
。
樽
の
中
へ
ブ
ド
ウ
と
葉
っ

ぱ
が
混
ざ
る
と
ま
ず
い
味
に

変
わ
る
の
で
、
特
に
狩
る
時
か
ら

注
意
が
必
要
と
の
こ
と
で
し
た
。

ま
た
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
産
の
バ
ラ
香

料
は
、
世
界
市
場
の
八
割
を
占

め
て
お
り
ま
す
。
六
月
頃
が
最

盛
期
だ
そ
う
で
す
。
香
料
一
ｇ
に

対
し
て
バ
ラ
の
花
は
二
千
個
も

使
用
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
か

ら
、
値
段
も
高
く
「ブ
ル
ガ
リ
ア

の
金
」と
も
い
わ
れ
る
由
縁
で
す
。

ブ
ル
ガ
リ
ア
は
、
不
便
で
経
済
的

に
も
貧
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り

ま
す
。
古
い
車
を
大
切
に
乗
り
、

傾
い
た
家
に
住
み
、
馬
車
に
乗
っ

て
出
か
け
る
人
も
い
ま
す
が
、
心

の
豊
か
さ
・
温
か
さ
の
よ
う
な
も

の
が
見
え
て
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
町
の
人
達
も
親
切
に
接
し

て
い
た
だ
き
声
を
か
け
て
く
れ
ま

し
た
。
「カ
ク
シ
ー
？
（元
気

か
？
）」
「ド
ー
ブ
レ
（
ｏ
ｋ
大
丈

夫
！
）」私
の
脳
裏
深
く
思
い
で

の
一
ペ
ー
ジ
を
綴
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

友
の
会
員
投
稿

ブ
ル
ガ
リ
ア
旅
行
記

び
わ
湖
大
花
火
大
会

で
駐

屯
地
を
開

放

協
力
会
の
富
士
総
合
火
力
演
習
見
学
を
支
援

大
津
歴
史
博
物
館
主
催
の
見
学
会
を
支
援

大
津
駐
屯
地
は
、
八
月
二
十
六

～
二
十
七
日
、
大
津
自
衛
隊
協

力
会
員
十
五
名
の
方
々
を
、
平

成
二
十
一
年
度
富
士
総
合
火
力

演
習
見
学
に
引
率
案
内
し
た
。

バ
ス
で
の
長
距
離
移
動
で
は

あ
っ
た
が
、
見
学
当
日
は
天
候
に

も
恵
ま
れ
、
参
加
者
は
自
衛
隊
の

実
弾
射
撃
の
威
力
と
完
璧
な
訓

練
成
果
の
発
揮
に
、
感
嘆
の
声
を

上
げ
て
い
た
。

大
津
駐
屯
地
（司
令

濵
﨑
哲

郎
一
佐
）は
、
八
月
七
日
、
駐
屯

地
近
傍
で
行
わ
れ
る
全
国
的
に

も
有
名
な
「び
わ
湖
大
花
火
大

会
」に
合
わ
せ
、
例
年
の
と
お
り

駐
屯
地
を
一
般
開
放
し
た
。

訪
れ
た
約
二
二
〇
〇
人
の
地
元

市
民
は
、
駐
屯
地
湖
岸
か
ら
見
え

る
大
パ
ノ
ラ
マ
を
満
喫
し
、
大
歓

声
を
上
げ
て
い
た
。

大
津
駐
屯
地
は
、
八
月
十
五
日

の
終
戦
記
念
日
に
、
大
津
歴
史
博

物
館
が
主
催
す
る
「市
民
と
戦
争

展
」の
一
環
で
あ
る
、
旧
軍
が
駐

屯
し
て
い
た
大
津
駐
屯
地
の
見
学

会
を
支
援
し
た
。

公
募
抽
選
で
駐
屯
地
を
訪
れ

た
五
十
名
の
参
加
者
は
、
旧
大
津

海
軍
航
空
隊
関
連
の
史
跡
や
資

料
等
を
熱
心
に
見
学
し
、
平
和
の

尊
さ
を
実
感
し
て
い
た
。

滞在先での吉田夫妻

感嘆の声を上げる見学者

広大な演習場で展開する大火力

「大津空」記念碑前で説明を受ける見学者

旧飛行艇格納庫（現屋内訓練場）の見学 資料館内の見学

大津駐屯地からの大パノラマ

団
友
の
会
理
事吉

田
三
郎

氏

団
友
の
会
総
会
を
琵
琶
湖
上
で
開
催

中
部
方
面
混
成
団
友
の
会

（会
長

山
下
照
夫
氏
）は
、

例
年
五
月
の
団
創
立
記
念

行
事
に
合
わ
せ
て
行
わ
れ
る

友
の
会
総
会
が
、
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
影
響
で
中
止

と
な
っ
た
た
め
、
七
月
五
日
、

琵
琶
湖
観
覧
船
「ミ
シ
ガ
ン
」

に
お
い
て
、
親
睦
会
を
兼
ね

た
総
会
を
実
施
し
た
。

会
に
は
、
山
下
会
長
を
始

め
と
す
る
十
三
名
の
会
員
の

他
、
濵
﨑
団
長
、
大
谷
副
団

長
、
第
四
陸
曹
教
育
隊
長
、

第
一
〇
九
教
育
大
隊
長
も

出
席
し
、
夏
の
爽
や
か
な
琵

琶
湖
上
で
終
始
和
や
か
な

雰
囲
気
の
も
と
、
成
功
裡
に

終
了
し
た
。

挨拶する山下会長と濵﨑団長

琵琶湖上「ミシガン」での総会参加者


